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7.5 主痔核に投与する際には、以下の標準的投与量を参
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過観察を行うこと。また、投与に際しては、患者に
対して本剤の副作用等について十分な説明を行うと
ともに、出血、肛門痛等の異常が認められた場合に
は速やかに主治医に連絡するように注意を与えるこ
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